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札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
二
号
）
?
）
一
二
六
三
「
死
刑
廃
止
は
、
人
道
の
要
請
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
歴
史
的
発
展
の
帰
結
で
あ
り
、行
刑
政
策
発
展
の
帰
着
地
で
も
あ
る
」（
一
九
四
九
）
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
＊
目
次
?
．
序
?
．
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
草
案
」（
一
九
二
二
）
?
．
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
行
刑
論
一
．
「
拘
禁
の
心
理
学
」（
一
九
一
一
）
二
．
「
刑
罰
制
度
に
お
け
る
教
育
思
想
」（
一
九
三
二
）
三
．
「
最
初
の
懲
治
場
と
そ
の
精
神
史
的
背
景
」（
一
九
三
八
）
?
．
結
び
に
代
え
て
ナ
チ
ス
の
「
超
個
人
主
義
」
と
死
刑
の
濫
用
Ⅰ．
序
今
日
、
Ｅ
Ｕ
は
死
刑
廃
止
を
掲
げ
て
世
界
的
潮
流
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
一
つ
フ
ラ
ン
ス
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
、
死
刑
を
禁
止
す
る
条
項
を
憲
法
に
書
き
加
え
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
上
院
下
院
は
賛
成
八
二
八
反
対
二
六
で
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
第
六
六
条
に
「
何
人
も
死
刑
に
処
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
条
項
を
挿
入
し
た
の
で
あ
る
。
世
界
的
に
見
て
、
こ
れ
が
死
刑
廃
止
へ
向
け
た
最
も
新
し
い
憲
法
改
正
で
あ
る
。
こ
う
し
た
世
界
的
な
潮
流
の
中
で
、
中
国
も
二
〇
〇
七
年
一
月
に
、
い
わ
ゆ
る「
死
刑
再
審
査
権
」（
死
刑
復
核
権
）を
、
誤
判
の
多
か
っ
た
各
省
の
高
級
人
民
法
院
か
ら
回
収
し
、
本
来
の
最
高
人
民
法
院
に
復
活
さ
せ
た
。
こ
の
改
正
は
死
刑
条
項
の
解
釈
と
適
用
、
誤
判
の
防
止
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
、
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
?１
）
い
る
。
だ
が
一
方
で
、
中
国
に
は
非
暴
力
犯
罪
で
あ
る
「
経
済
犯
罪
」
に
対
す
る
死
刑
条
項
が
?２
）
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
死
緩
刑
」（
執
行
猶
予
二
年
付
き
死
刑
判
決
）
の
下
で
施
さ
れ
て
い
る
不
透
明
な
行
刑
と
そ
の
改
革
が
指
摘
さ
れ
て
?３
）
い
る
。
諸
国
に
は
、
各
国
の
伝
統
や
、
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
の
相
違
等
に
応
じ
て
特
色
の
あ
る
多
様
な
法
制
度
が
育
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
法
文
化
の
相
対
性
は
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
人
間
の
生
命
の
尊
貴
さ
も
ま
た
人
権
の
普
遍
性
の
見
地
か
ら
、
国
境
を
越
え
て
尊
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
新
カ
ン
ト
学
派
に
属
す
る
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
・
拉
徳
布
魯
赫
（G
ustav R
adbruch,
1878
〜1949
）
の
法
哲
学
が
「
方
法
二
元
論
」（M
ethodendualism
us
）
と
「
相
対
主
義
」（R
elativism
us
）
に
依
拠
し
て
、
ド
イ
ツ
戦
後
の
新
た
な
法
改
革
、
東
ア
ジ
ア
の
民
主
化
と
人
権
思
想
の
育
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
、
よ
く
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
法
哲
学
理
論
は
、
法
理
念
の
三
位
一
体
性
論
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
法
理
念
の
内
容
と
し
て
、
正
当
性
、
す
な
わ
ち
正
義
（G
erechtigkeit
）
だ
け
に
限
ら
ず
、
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
論
（
鈴
木
敬
夫
）
?
）
二
二
六
四
さ
ら
に
そ
の
他
に
、
合
目
的
性
（Zw
eckm
assigkeit
）
と
法
的
安
定
性
（R
echtssicherheit
）
の
二
つ
を
加
え
、
そ
の
正
義
が
内
容
的
に
は
等
分
的
正
義
と
配
分
的
正
義
の
矛
盾
を
内
包
し
な
が
ら
成
立
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
正
義
と
合
目
的
性
と
法
的
安
定
性
の
三
つ
の
法
理
念
の
モ
ー
メ
ン
ト
・
契
機
（m
om
ent
）
も
ま
た
、
相
互
に
矛
盾
し
な
が
ら
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
極
め
て
独
創
的
な
法
哲
学
を
完
成
さ
せ
た
。
彼
は
相
対
主
義
と
民
主
主
義
の
内
面
的
関
連
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
方
面
か
ら
自
由
な
社
会
主
義
と
法
哲
学
の
結
び
つ
き
を
明
確
に
示
?４
）
し
た
。
さ
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
彼
の
代
表
的
著
書
『
法
哲
学
』
の
初
版
、
即
ち
一
九
一
四
年
の
『
法
哲
学
綱
要
』（G
rundzu?ge
 
der
 
R
echtsphilosohie
）
に
お
い
て
、「
超
人
格
主
義
（T
ranspersonalism
us
）
だ
け
が
死
刑
を
正
当
化
す
る
」
と
?５
）
述
べ
、
さ
ら
に
『
法
哲
学
』（R
echtsphilosohpie,
3 A
ufl.
1932
）
の
執
筆
に
際
し
て
、
新
た
に
第
二
三
章
「
死
刑
」（D
ie T
odesstrafe
）
を
加
え
、「
死
刑
は
〞
超
個
人
主
義
法
律
観
〝（Ü
berindividualistische R
rechtsauffassung
）
だ
け
が
正
当
化
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
た
だ
こ
の
法
律
観
の
み
が
一
般
に
国
家
に
対
し
て
生
殺
与
奪
権
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
警
告
し
て
?６
）
い
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
草
案
」
や
行
刑
論
は
、
超
個
人
主
義
法
律
観
を
掲
げ
る
「
ナ
チ
ズ
ム
（
国
民＝
社
会
主
義
、N
ational-Sozialism
us
）」
が
台
頭
し
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
掌
握
し
て
い
く
時
代
背
景
の
下
で
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
我
わ
れ
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
死
刑
廃
止
論
・
行
刑
論
を
通
じ
て
、
理
性
的
存
在
で
あ
る
人
間
が
、
国
家
に
よ
っ
て
主
体
性
を
否
定
さ
れ
る
悲
惨
さ
と
、
個
人
に
対
し
て
道
徳
的
優
位
を
誇
る
権
威
主
義
国
家
の
法
律
観
の
危
険
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
小
論
は
、
相
対
主
義
に
お
け
る
寛
容
と
、
何
に
対
し
て
不
寛
容
で
あ
る
べ
き
か
を
説
い
た
論
文
「
法
哲
学
に
お
け
る
相
対
?７
）
主
義
」（D
er R
elativism
us in der R
echtsphilosophie,1934
）
や
、
人
権
を
否
認
す
る
悪
法
を
糾
弾
し
た
?８
）
論
文「
実
定
法
の
不
法
と
実
定
法
を
超
え
る
法
」（G
esetsliche U
nrecht und u?bergesetsliches
 
R
echt,1946
）
へ
架
橋
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
二
号
）
?
）
三
二
六
五
Ⅱ．
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
?９
）
草
案
」
ド
イ
ツ
憲
法
に
「
死
刑
廃
止
」
が
規
定
さ
れ
る
二
七
年
前
に
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
よ
っ
て
新
た
な
「
刑
法
草
案
」（
一
九
二
二
）
が
著
わ
さ
れ
、
死
刑
の
廃
止
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
草
案
」（E
ntw
urf R
adbruch
）
は
、
現
職
の
司
法
大
臣
で
あ
っ
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
状
態
に
あ
っ
て
、
極
右
主
義
者
に
よ
る
政
治
的
テ
ロ
が
横
行
し
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
三
年
の
五
年
間
に
、
政
治
的
暗
殺
が
四
〇
〇
余
件
も
発
生
し
、
議
会
で
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
、
死
刑
廃
止
と
は
ま
っ
た
く
反
対
に
、
死
刑
制
度
の
強
化
が
叫
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
の
草
案
は
国
会
で
審
議
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
?10
）
っ
た
。
こ
の
「
草
案
」
に
は
幾
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
①
死
刑
の
廃
止
、
②
確
信
犯
人
へ
の
特
別
処
遇
（Sonderbehandlung
 
des Ü
berzeugungsverbrechers
）の
二
つ
を
紹
介
し
よ
う
。
先
ず
、
死
刑
廃
止
の
提
起
こ
そ
、
新
カ
ン
ト
学
派
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
、
終
生
、
教
育
主
義
刑
法
を
説
い
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
立
場
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
確
信
犯
人
に
対
す
る
処
遇
問
題
は
、
彼
等
が
思
想
犯
乃
至
政
治
犯
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
立
場
で
展
開
さ
れ
た
論
点
で
あ
り
、
ま
さ
に
相
対
主
義
者
に
よ
る
立
論
で
あ
る
。
先
ず
、
死
刑
廃
止
に
つ
い
て
。「
草
案
」の
刑
罰
観
は
、
犯
罪
者
の
改
善
と
い
う
教
育
刑
思
想
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
刑
法
学
説
史
に
お
い
て
、
近
代
学
派
は
刑
法
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
行
為
で
は
な
く
行
為
者
を
」
掲
げ
て
い
た
。
し
か
し
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
さ
ら
に
進
め
て
「
行
為
者
で
な
く
、
人
間
を
」
を
説
い
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
と
っ
て
、
先
ず
死
刑
が
廃
絶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
刑
罰
が
人
間
に
固
有
な
「
自
律
性
」（A
utonom
ie
）
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
人
間
は
目
的
そ
れ
自
体
と
し
て
実
存
す
る
」も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
は
人
格
の
所
有
者
と
し
て
自
己
目
的
的
存
在
で
あ
る
。
カ
ン
ト
?
）
四
二
六
六
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
論
（
鈴
木
敬
夫
）
は
人
格
の
本
質
は
自
律
性
に
あ
る
。
こ
こ
に
自
律
性
と
は
、
人
間
が
自
己
の
理
性
を
通
じ
て
、
自
己
立
法
、
自
己
決
定
、
自
己
処
分
、
自
己
目
的
設
定
等
を
自
律
的
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
道
徳
的
自
由
を
意
味
し
、
こ
の
道
徳
的
自
由
を
駆
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
理
性
的
能
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
に
、
彼
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
宿
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
さ
に
「
自
律
性
が
人
間
の
存
在
、
即
ち
、
す
べ
て
の
理
性
的
存
在
の
尊
厳
の
根
拠
で
?11
）
あ
る
。」（A
utonom
ie ist also der G
rund der W
u?rde der m
enschlichen und jeder
 
vernuftigen N
atur
）人
間
を
目
的
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
な
く
、
単
純
な
手
段
と
し
て
利
用
す
れ
ば
、
こ
の
自
律
性
に
根
拠
す
る
人
間
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
刑
罰
と
し
て
の
死
刑
は
、
人
間
を
国
家
目
的
の
た
め
に
単
純
な
手
段
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
社
会
防
衛
の
た
め
に
人
間
を
一
方
的
な
手
段
と
し
て
犠
牲
に
す
る
制
度
が
死
刑
制
度
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
国
家
に
道
徳
的
優
位
性
を
与
え
、
人
間
の
自
律
性
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
許
す
死
刑
制
度
は
、
超
個
人
主
義
的
、
権
威
主
義
的
な
刑
法
観
と
言
え
よ
う
。ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
教
育
刑
思
想
に
依
拠
す
る
刑
法
草
案
は
、人
間
の
自
律
性
と
尊
厳
を
貴
ぶ
諸
条
項
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
草
案
「
理
由
書
」
に
お
い
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。「
本
草
案
は
、
自
由
刑
と
罰
金
刑
し
か
知
ら
な
い
。
死
刑
は
除
去
さ
れ
て
い
る
。
死
刑
は
、
既
に
従
来
の
刑
罰
体
系
に
お
い
て
も
異
物
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
拘
禁
刑
に
始
ま
り
、
体
刑
、
四
肢
の
切
断
を
経
て
死
刑
…
…
そ
の
死
刑
自
体
に
も
ま
た
複
雑
な
段
階
が
あ
っ
た
…
…
に
至
る
刑
罰
系
列
の
最
終
項
を
な
し
て
い
た
。
死
刑
は
、
こ
の
よ
う
な
刑
罰
体
系
の
唯
一
の
遺
物
と
し
て
、
今
日
ま
で
余
り
に
も
永
く
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
最
後
ま
で
他
の
種
類
の
刑
罰
か
ら
越
え
難
い
断
層
に
よ
っ
て
隔
絶
し
、
罰
金
刑
と
自
由
刑
と
を
基
礎
と
す
る
今
日
の
刑
罰
体
系
の
中
で
、
全
く
不
調
和
な
孤
立
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
応
報
思
想
に
よ
っ
て
死
刑
を
根
拠
付
け
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
タ
リ
オ
（talio,
同
害
報
復
）
と
い
う
原
始
時
代
的
な
形
式
の
中
で
考
え
な
い
限
り
、
不
可
能
で
?12
）
あ
る
」
と
。
次
に
、
確
信
犯
人
論
に
つ
い
て
。
価
値
相
対
主
義
の
立
場
か
ら
教
育
刑
を
主
張
す
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
政
治
的
確
信
犯
人
に
対
し
札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
二
号
）
?
）
五
二
六
七
て
、
彼
ら
を
「
犯
罪
者
」
で
は
な
く
「
別
の
思
想
を
も
っ
た
者
」
と
し
て
処
遇
す
る
よ
う
主
張
す
る
。
そ
れ
は
彼
等
の
犯
罪
は
、
も
っ
ぱ
ら
道
徳
的
、
宗
教
的
ま
た
は
政
治
的
確
信
、
そ
の
心
理
的
要
素
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
言
う
。「
確
信
犯
人
は
、
決
し
て
破
廉
恥
な
者
で
は
な
く
、
た
だ
別
の
考
え
方
を
す
る
人
間
で
あ
る
。
彼
を
改
善
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
彼
を
矯
正
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
彼
の
確
信
に
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
る
か
ら
、
も
し
、
こ
れ
に
反
対
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
わ
れ
は
、
確
信
犯
人
が
そ
の
決
し
て
屈
す
る
こ
と
の
な
い
首
を
真
直
ぐ
立
て
て
、
刑
務
所
を
出
て
行
く
の
を
見
守
る
し
か
?13
）
な
い
」
と
。
こ
う
し
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
こ
の
改
善
が
困
難
な
確
信
犯
人
を
、
特
別
の
処
遇
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
名
誉
を
尊
重
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
特
別
処
遇
と
は
、
戦
時
中
の
俘
虜
と
同
様
に
、
禁
固
刑
で
は
な
く「
拘
禁
」（E
inschliessung
）す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
が
提
起
し
た
確
信
犯
に
対
す
る
処
遇
は
、
一
九
二
三
年
の
特
別
法
に
よ
っ
て
「
自
由
刑
執
行
の
原
則
」
と
し
て
実
現
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
三
年
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
政
権
の
成
立
と
同
時
に
、「
行
刑
に
お
け
る
確
信
犯
人
特
別
処
遇
処
置
廃
止
に
関
す
る
告
示
」に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
政
治
的
確
信
犯
は
、
刑
務
所
と
は
別
に
設
置
さ
れ
た「
ナ
チ
反
対
者
収
容
所
」（K
onzentrationslager
）に
送
り
込
ま
れ
、
ナ
チ
へ
の
同
化
が
強
要
さ
?14
）
れ
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、「
刑
法
改
正
と
ナ
チ
ズ
ム
」（Strafrechtsreform und N
ationalsozialis-
m
us.1933
）
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
多
く
の
政
治
家
を
死
の
恐
怖
に
追
い
や
っ
た
ナ
チ
刑
法
を
「
テ
ロ
的
」（terroristisch
）
な
刑
法
と
呼
び
、
糾
弾
し
て
?15
）
い
る
。
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
草
案
」
は
、
起
草
後
三
〇
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
司
法
大
臣
の
下
で
公
刊
さ
れ
た
。
時
代
に
先
駆
け
た
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
草
案
」
が
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
憲
法
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
及
び
「
死
刑
廃
止
条
項
」
の
挿
入
に
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
そ
の
立
法
資
料
で
明
ら
か
で
あ
る
。
?
）
六
二
六
八
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
論
（
鈴
木
敬
夫
）
Ⅲ．
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
行
刑
論
死
刑
廃
止
論
と
並
ん
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
に
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
行
刑
論
が
あ
る
。
そ
の
諸
論
文
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
高
弟
、
カ
ウ
フ
マ
ン
（A
rther K
aufm
ann
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
ラ
ー
ト
ブ
ッ
ル
フ
全
集
』
第
一
〇
巻
『
行
刑
』（G
.R
adbruch,
G
esam
tausgabe B
and 10,Strafvollzug 1994.
）に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
行
刑
論
文
は
、
い
ず
れ
も
簡
略
な
論
文
な
が
ら
、
フ
ォ
ン
・
リ
ス
ト
（F
ranz von L
ist
）
か
ら
受
け
継
い
だ
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
教
育
刑
思
想
の
神
髄
を
感
じ
さ
せ
る
。
以
下
で
は
、
諸
論
文
の
中
か
ら
、
法
律
の
下
で
人
間
を
直
接
か
つ
具
体
的
に
扱
う
刑
罰
執
行
の
現
場
を
直
視
し
、
人
間
を
道
具
と
し
て
扱
い
「
人
間
の
尊
厳
」
を
否
認
す
る
刑
罰
の
執
行
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
代
表
的
な
三
篇
を
選
択
し
て
紹
介
?16
）
す
る
。
年
代
順
に
、
ま
ず
一
．
「
拘
禁
の
心
理
学
」（D
ie
 
P
sychologie der G
efangenschaft,
1911
）、
つ
い
で
二
．
「
刑
罰
制
度
に
お
け
る
教
育
思
想
」（D
er E
rziehungsgedanke im
 
Strafw
esen,1932
）、そ
し
て
三
．
「
最
初
の
懲
治
場
と
そ
の
精
神
史
的
背
景
」（D
ie ersten Zuchthauser und ihr geistesgesichtli-
cher H
intergrund,1938
）
で
あ
る
。
一
．
「
拘
禁
の
心
?17
）
理
学
」
こ
の
論
文
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
（D
ostojew
ski
）
自
身
が
体
験
し
た
過
酷
な
シ
ベ
リ
ヤ
で
の
監
獄
生
活
の
実
態
を
題
材
に
し
た
著
作
『
死
の
家
』
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る?
囚
人
文
学?
を
素
材
と
し
て
、
当
時
の
刑
務
所
に
お
け
る
受
刑
者
の
拘
禁
形
式
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
監
獄
の
「
独
居
拘
禁
」
と
「
雑
居
拘
禁
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
社
会
に
お
け
る
囚
人
の
処
遇
と
刑
務
所
と
の
相
互
作
用
、
行
刑
の
社
会
化
等
、
行
刑
の
在
り
方
を
問
い
質
し
て
し
て
い
る
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
二
号
）
?
）
七
二
六
九
そ
も
そ
も
、
雑
居
拘
禁
は
、
反
社
会
的
な
受
刑
者
を
社
会
化
す
る
た
め
に
、
受
刑
者
を
市
民
社
会
か
ら
引
き
離
し
、
む
し
ろ
他
の
反
社
会
的
な
者
と
交
わ
ら
せ
る
と
い
う
愚
か
さ
が
あ
る
。
他
方
で
、
独
居
拘
禁
も
ま
た
、
宗
教
的
な
悔
悟
を
試
み
て
受
刑
者
の
人
格
に
働
き
か
け
る
。
だ
が
、
受
刑
者
を
ま
る
で
禁
治
産
者
の
よ
う
に
扱
い
、
受
刑
者
を
刑
務
所
生
活
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
は
、
受
刑
者
の
社
会
的
な
生
活
能
力
を
喪
失
さ
せ
て
し
ま
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
い
う
。「
雑
居
拘
禁
は
人
間
を
悪
く
し
、
独
居
拘
禁
は
人
間
を
弱
く
?18
）
す
る
」
と
。
い
ず
れ
の
拘
禁
形
式
も
受
刑
者
を
受
刑
者
の
社
会
復
帰
を
目
標
に
、
彼
ら
を
社
会
化
す
る
と
い
う
行
刑
内
容
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
受
刑
者
の
教
育
は
「
社
会
の
中
に
お
い
て
の
み
、
社
会
の
た
め
に
教
育
で
き
る
。
そ
う
す
る
た
め
に
は
、
受
刑
者
を
社
会
化
す
る
二
つ
の
道
が
開
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
先
ず
受
刑
者
を
市
民
社
会
の
中
で
育
む
こ
と
、
も
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
受
刑
者
を
他
の
受
刑
者
と
共
に
、
市
民
社
会
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
ら
れ
る
新
た
な
共
同
体
（
刑
務
所
社
会
）
の
一
員
と
し
て
組
み
込
ん
で
、
受
刑
者
を
社
会
化
し
て
い
く
こ
と
」
で
?19
）
あ
る
、
と
。
こ
の
主
張
に
は
、
社
会
が
犯
罪
者
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
以
上
、
犯
罪
者
に
だ
け
責
任
を
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
、
社
会
が
こ
れ
を
受
け
容
れ
、
そ
の
責
任
を
共
有
し
て
、
犯
罪
の
無
い
社
会
を
構
築
し
よ
う
、
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
「
施
設
内
処
遇
の
社
会
化
」
の
主
張
で
あ
る
。
彼
は
、
行
刑
施
設
及
び
施
設
内
処
遇
の
改
革
を
貫
く
こ
と
を
通
じ
て
、
特
に
刑
務
所
内
に
設
け
ら
れ
た
共
同
体
の
中
に
、
受
刑
者
の
新
た
な
生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
復
帰
に
備
え
る
教
育
行
刑
の
目
標
を
据
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
が
、
早
く
も
一
九
一
一
年
に
、「
行
為
者
で
な
く
、
人
間
を
」と
い
う
教
育
刑
思
想
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。
二
．
「
刑
罰
制
度
に
お
け
る
教
育
?20
）
思
想
」
ナ
チ
ス
が
政
治
活
動
を
強
化
し
始
め
た
当
時
、
犯
罪
が
発
生
す
る
社
会
的
原
因
が
問
わ
れ
な
い
ま
ま
、
伝
統
的
な
応
報
思
想
の
下
で
権
?
）
八
二
七
〇
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
論
（
鈴
木
敬
夫
）
威
刑
法
だ
け
が
支
配
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
刑
事
罰
に
教
育
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
逆
説
的
な
構
想
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
由
刑
に
お
け
る
原
則
的
な
二
律
背
反
の
課
題
、
即
ち
「
自
由
剥
奪
に
よ
る
自
由
の
た
め
の
教
育
」〞E
rziehung zur F
reiheit druch F
reiheitsentzung
〝
に
つ
い
て
の
挑
戦
を
試
み
た
の
で
?21
）
あ
る
。
彼
は
、
拘
禁
状
態
に
あ
る
犯
罪
者
に
、
社
会
的
に
責
任
あ
る
自
由
な
生
活
を
準
備
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
当
時
の
社
会
お
よ
び
法
律
の
枠
内
に
み
ら
れ
る
相
反
す
る
条
件
を
背
景
に
し
て
、
ま
さ
に
〞
自
由
剥
奪
と
い
う
条
件
の
下
で
行
わ
れ
る
法
違
反
者
の
教
育
〝
と
い
う
課
題
に
、
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
は
「
人
を
善
導
す
る
に
は
、
そ
の
人
の
内
に
残
っ
て
い
る
良
心
を
活
用
す
る
し
か
な
い
」
と
い
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
は
、
カ
ン
ト
の
言
葉
を
引
用
し
、
行
刑
と
は
、
犯
罪
者
の
「
行
為
を
矯
正
」
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
犯
罪
者
の
「
心
情
を
矯
正
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
善
導
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
正
義
に
つ
い
て
の
心
情
を
呼
び
覚
ま
し
て
こ
そ
、
犯
罪
者
を
正
し
い
行
為
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、「
犯
罪
者
の
良
心
に
教
育
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
」
と
し
て
、
外
面
の
「
矯
正
」
よ
り
も
、
内
面
「
教
育
」
の
大
切
さ
を
強
調
?22
）
し
た
。
教
育
行
刑
に
お
い
て
は
、
な
に
よ
り
も
教
育
が
強
制
さ
れ
、
ま
し
て
教
育
が
刑
罰
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
そ
の
行
刑
は
成
功
し
な
い
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
言
う
。「
刑
罰
と
し
て
の
教
育
に
は
、
一
つ
の
矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
何
よ
り?
刑
罰
と
し
て?
〞zur Strafe
〝
教
育
し
よ
う
と
考
え
る
こ
と
自
体
が
矛
盾
で
あ
る
。
教
育
上
の
処
罰
は
、
相
互
の
信
頼
を
通
じ
て
成
立
し
た
教
育
関
係
の
枠
内
で
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
の
教
育
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
刑
罰
の
枠
の
中
に
教
育
を
無
理
に
割
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
一
面
で
は
不
信
の
、
他
面
で
は
反
抗
の
雰
囲
気
を
作
り
出
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
、
教
育
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
不
可
能
で
?23
）
あ
る
」
と
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
こ
の
よ
う
な
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に
、
受
刑
者
と
相
互
信
頼
を
保
つ
こ
と
の
で
き
る
、
受
刑
者
の
共
同
生
活
札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
二
号
）
?
）
九
二
七
一
の
確
保
に
献
身
で
き
る
人
材
の
確
保
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
刑
務
所
と
の
競
合
関
係
か
ら
、
刑
務
所
内
で
の
生
産
労
働
を
加
重
さ
せ
る
行
刑
官
吏
、
前
科
者
に
対
し
て
偏
見
を
も
ち
差
別
す
る
官
吏
は
忌
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
受
刑
者
に
不
信
を
与
え
る
要
因
と
な
る
刑
務
所
の
建
物
を
、
近
代
的
な
建
物
に
改
築
す
る
よ
う
主
張
す
る
。
彼
は
い
う
。
行
刑
目
的
が
達
成
さ
れ
る
刑
務
所
と
は
「
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
方
式
（P
avillonsystem
）
で
作
ら
れ
、
そ
こ
で
は
慎
重
に
区
分
さ
れ
た
幾
つ
か
の
教
育
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
個
別
の
部
屋
を
確
保
し
、
受
刑
者
に
自
由
を
与
え
、
制
約
は
で
き
る
だ
け
加
え
な
い
。
要
塞
の
よ
う
な
塀
を
廃
止
し
、
鉄
格
子
の
つ
い
た
窓
も
取
り
払
う
。
現
在
の
刑
務
所
の
よ
う
な
堅
固
な
建
物
は
、
常
習
的
に
脱
獄
の
恐
れ
の
あ
る
少
数
の
者
の
み
を
対
象
に
し
て
建
て
る
べ
?24
）
き
だ
」
と
。
こ
の
行
刑
論
に
お
い
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
訴
え
た
か
っ
た
も
の
は
何
か
。
我
わ
れ
は
、
こ
の
論
文
は
、
ナ
チ
ス
が
政
権
を
掌
握
す
る
一
年
前
の
講
演
文
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
行
間
の
意
味
を
汲
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
の
「
自
由
剥
奪
に
よ
る
自
由
の
た
め
の
教
育
」
の
真
意
は
、
自
由
を
剥
奪
さ
れ
た
受
刑
者
に
対
す
る
自
由
獲
得
の
教
育
で
あ
り
、?
鉄
格
子
を
は
ず
し
た?
の
教
育
の
場
に
お
け
る
「
心
情
の
矯
正
」
と
は
、
不
屈
の
魂
を
育
む
「
自
由
の
た
め
の
善
導
」
を
指
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
講
演
文
の
最
後
の
一
行
に
伏
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
い
う
。
「
み
な
さ
ん
、
我
わ
れ
は
我
わ
れ
の
立
場
を
、
今
や
襲
い
か
か
っ
て
く
る
野
蛮
の
嵐
に
抗
し
て
、
理
性
と
正
義
と
人
間
性
の
永
遠
の
宝
と
し
て
、
断
固
と
し
て
守
り
抜
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
?25
）
ん
か
!
と
。
こ
の
予
言
と
も
評
価
す
べ
き
教
育
行
刑
論
に
、
聴
衆
の
誰
も
が
共
感
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
講
演
文
が
活
字
化
さ
れ
た
翌
年
、
つ
ま
り
一
九
三
三
年
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
ナ
チ
ス
の
「
官
吏
服
務
法
」
第
四
条
に
よ
っ
て
、
大
学
教
授
職
か
ら
追
放
さ
れ
た
。 ?
）
一
〇
二
七
二
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
論
（
鈴
木
敬
夫
）
三．「
最
初
の
懲
治
場
と
そ
の
精
神
史
的
?26
）
背
景
」
こ
の
論
文
は
一
九
三
八
年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
敢
え
て
こ
の
時
期
に
、
な
ぜ
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
お
け
る
教
育
行
刑
の
誕
生
の
地
と
い
わ
れ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（A
m
sterdam
）
の
懲
治
場
（Zuchthaus
）
を
題
材
に
取
り
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
取
り
し
よ
う
。
そ
れ
は
「
労
働
に
よ
る
教
育
」
が
施
さ
れ
た
当
時
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
懲
治
場
で
は
、
教
育
刑
は
紛
れ
も
な
く
懲
罰
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
改
善
す
る
」
と
は
、
人
間
を
野
獣
の
よ
う
に
「
調
教
す
る
」
（B
andigung
）こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
監
獄
で
な
さ
れ
る
行
刑
の
実
態
は
、
人
間
の
自
律
性
と
尊
厳
を
否
認
す
る
、
受
刑
者
に
奴
隷
労
働
を
強
い
る
矯
正
に
外
な
ら
ず
、
そ
の
史
実
か
ら
み
て
も
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
、
彼
が
ナ
チ
ス
の
法
律
を
「
実
定
法
の
不
法
」
と
呼
ん
だ
、
不
法
適
用
の
原
形
を
予
見
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
徐
々
に
迫
り
来
る?
新
時
代?
の
前
兆
を
、
行
刑
史
を
記
述
す
る
中
で
示
し
た
と
い
え
よ
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
は
記
し
て
い
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
懲
治
場
は
、
教
育
目
標
と
し
て
「
人
々
を
勤
勉
に
さ
せ
る
べ
き
だ
。
勤
勉
に
さ
せ
れ
ば
、
人
々
は
正
直
な
人
民
に
変
化
す
る
」
を
掲
げ
て
、「
労
働
と
棍
棒
、
授
業
と
教
誨
」
を
通
じ
て
懲
治
を
施
し
て
い
た
が
、
行
刑
の
具
体
的
形
態
は
、
お
よ
そ
教
育
理
念
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
作
業
は
過
酷
で
単
調
で
あ
り
、
鞭
杖
と
飢
餓
に
よ
っ
て
労
働
意
欲
を
強
制
さ
?27
）
れ
た
、
と
。
だ
が
、
懲
治
場
に
残
さ
れ
て
い
る
教
育
報
告
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
教
育
実
践
は
、
決
し
て
単
な
る
持
続
的
な
威
嚇
の
現
わ
れ
で
は
な
く
、
有
効
な
改
善
と
し
て
、
現
実
的
な
成
果
が
認
め
ら
れ
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
受
刑
者
を
自
堕
落
な
人
間
を
野
獣
と
同
様
に
み
て
、
こ
れ
を
「
調
教
す
る
こ
と
」
を
以
っ
て
教
育
実
践
と
す
る
当
時
の
報
告
書
に
、
い
わ
ゆ
る
「
懲
治
教
育
」
の
恐
る
べ
き
本
性
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
行
刑
は
、
周
知
の
「
自
己
の
権
力
の
下
に
あ
る
人
間
の
抵
抗
を
抑
圧
し
、
強
引
に
自
己
の
意
思
に
従
わ
せ
て
し
ま
う
公
安
官
の
や
り
方
と
同
様
で
あ
っ
て
」、
お
よ
そ
社
会
復
帰
を
目
標
と
す
る
教
育
行
刑
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
?28
）
あ
る
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
二
号
）
?
）
一
一
二
七
三
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
懲
治
場
の
基
礎
に
あ
る
教
育
思
想
は
、
究
極
的
に
は
一
つ
の
宗
教
観
、
す
な
わ
ち
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
（C
alvin
）
主
義
の
社
会
倫
理
」
に
由
来
し
、
た
だ
勤
勉
が
人
間
の
美
徳
と
さ
れ
、
乞
食
と
喜
捨
は
永
劫
の
罰
に
値
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
・
社
会
倫
理
的
特
徴
を
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
懲
治
場
の
教
育
目
標
と
そ
の
実
践
に
認
め
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
懲
治
教
育
の
下
で
は
、
収
容
者
は
…
…
む
し
ろ
懲
役
囚
と
言
え
よ
う
…
…
、
労
働
、
つ
ま
り
何
ら
喜
び
の
な
い
労
苦
だ
け
を
も
た
ら
す
労
働
を
強
い
ら
れ
る
。
収
容
者
の
反
抗
心
を
、「
労
働
を
通
じ
て
屈
服
さ
せ
る
」こ
と
に
よ
っ
て
挫
こ
う
と
し
、
彼
ら
が「
作
業
の
ノ
ル
マ
を
果
た
す
こ
と
で
、
懲
治
場
の
課
題
は
満
た
さ
?29
）
れ
る
。」こ
の
懲
治
場
で
は
、
ノ
ル
マ
を
果
せ
な
い
者
に
は
、
刑
期
は
な
い
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
こ
の
論
文
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。「
最
初
の
懲
治
場
は
、
人
間
の
連
帯
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
わ
れ
は
、
連
帯
と
い
う
も
の
に
、
現
実
的
に
ど
れ
ほ
ど
近
づ
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
?30
）
う
か
」
と
。
こ
こ
に
「
連
帯
」
と
は
、
受
刑
者
と
刑
務
所
、
受
刑
者
と
社
会
と
い
う
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
、
受
刑
者
の
主
体
性
な
い
し
自
律
性
を
教
く
む
連
帯
関
係
を
意
味
し
よ
う
。
こ
の
論
文
の
行
間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
非
人
間
的
な
監
獄
で
あ
っ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
懲
治
場
の
行
刑
実
態
を
研
究
し
尽
く
し
た
者
に
の
み
可
能
な
、
真
の
「
人
間
的
行
刑
」
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
教
育
の
名
の
下
に
受
刑
者
を
労
働
に
よ
っ
て
屈
服
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
尊
厳
は
な
い
。
我
わ
れ
に
は
、
一
七
世
紀
に
お
け
る
人
間
不
在
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
懲
治
場
の
史
実
を
省
み
て
、
改
め
て
現
代
行
刑
の
実
態
を
精
査
す
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
Ⅳ
．
結
び
に
代
え
て
ナ
チ
ス
の
「
超
個
人
主
義
」
と
死
刑
の
濫
用
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
死
刑
廃
止
が
戦
後
早
い
時
期
に
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
ナ
チ
ス
政
権
に
よ
る
国
家
権
力
の
濫
用
、
?
）
一
二
二
七
四
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
論
（
鈴
木
敬
夫
）
即
ち
集
団
虐
殺
、
死
刑
、
拷
問
、
強
制
労
働
、
粛
清
、
迫
害
、
人
体
実
験
等
に
よ
っ
て
、
人
々
は
人
間
と
し
て
の
尊
厳
と
価
値
を
喪
失
し
、
非
人
間
に
陥
れ
ら
れ
る
と
い
う
極
限
状
態
を
歴
史
的
に
経
験
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
ナ
チ
ス
の
悪
法
に
対
す
る
深
い
反
省
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
紛
れ
も
な
く
ナ
チ
ス
の
法
律
は
、
個
人
に
対
し
て
全
体
を
重
ん
ず
る
性
格
を
備
え
た
超
個
人
主
義
的
法
律
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
必
然
的
に
権
威
主
義
刑
法
を
育
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
当
時
、「
法
律
は
法
律
だ
」と
い
う
法
実
証
主
義
が
跋
扈
し
、
国
権
と
政
権
を
握
っ
た
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
民
主
主
義
と
人
権
は
厳
し
く
抑
圧
さ
れ
た
。
人
間
が
普
遍
的
に
有
し
て
い
る
人
権
、
誰
も
が
平
等
に
有
し
て
い
る
学
問
及
び
思
想
の
自
由
、
表
現
の
自
由
等
を
否
定
し
た
国
家
権
力
が
、
こ
の
よ
う
な
不
寛
容
な
法
律
を
生
ん
だ
と
い
え
?31
）
よ
う
。
ナ
チ
の
法
律
群
こ
そ
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
草
案
や
行
刑
論
が
危
惧
し
、
最
も
忌
み
嫌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ム
ズ
に
よ
る
野
蛮
な
法
制
と
そ
れ
を
支
え
た
法
実
証
主
義
を
批
判
し
た
論
文「
実
定
法
の
不
法
と
実
定
法
を
超
え
る
法
」（
一
九
四
六
）に
お
い
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
言
う
。「
正
義
の
追
求
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
な
い
場
合
、
正
義
の
核
心
を
な
す
平
等
が
実
定
法
の
規
定
に
際
し
て
意
識
的
に
否
認
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
単
に?
悪
法?
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
寧
ろ
法
と
し
て
の
本
質
を
全
く
欠
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
ナ
チ
ス
の?
法?
は
法
と
し
て
の
本
性
を
欠
い
て
お
り
、
不
正
な
法
と
い
う
よ
り
は
、
そ
も
そ
も
法
で
は
な
い
。
ナ
チ
ス
の
法
は
、
人
間
を
人
間
以
下
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
そ
の
人
権
を
否
定
し
た
法
律
で
あ
っ
た
。
犯
罪
の
軽
重
を
何
一
つ
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
専
ら
一
時
的
な
脅
迫
の
た
め
に
重
さ
の
著
し
く
異
な
っ
た
犯
罪
行
為
に
対
し
て
同
じ
刑
罰
で
、
し
か
も
通
常
は
死
刑
を
以
っ
て
威
嚇
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
脅
迫
的
刑
も
ま
た
、
法
と
し
て
性
格
を
有
し
て
い
?32
）
な
い
」
と
。
こ
の
主
張
は
、
人
間
の
誰
も
が
有
し
て
い
る
普
遍
的
な
人
権
を
意
識
的
に
否
認
す
る
法
律
は
、
正
義
に
対
す
る
法
的
安
定
性
優
位
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
い
か
に
一
党
独
裁
の
政
体
へ
の
抵
抗
を
抑
圧
し
、
結
果
的
に
は
、
自
由
と
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
法
制
を
育
む
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
応
報
刑
な
ら
び
に
威
嚇
刑
を
主
張
す
る
法
制
は
、
ま
た
同
時
に
、
支
配
者
の
権
力
濫
用
札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
二
号
）
?
）
一
三
二
七
五
を
支
え
る
法
的
安
定
性
の
保
障
、
死
刑
の
正
当
性
に
も
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
正
義
の
観
念
を
忘
れ
た
極
端
な
法
的
安
定
性
へ
の
傾
斜
は
、
超
個
人
主
義
的
権
威
思
想
を
通
じ
て
、
刑
罰
概
念
も
権
威
の
観
念
に
即
し
て
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
犯
罪
も
権
威
の
侵
害
乃
至
権
威
へ
の
不
服
従
と
み
な
し
、
刑
罰
を
も
っ
て
権
威
の
確
認
乃
至
応
報
と
み
る
観
点
に
到
る
の
は
必
至
で
あ
る
以
上
、
個
々
人
は
、
そ
の
よ
う
な
法
的
安
定
性
に
傾
斜
す
る
思
潮
に
、
よ
り
一
層
の
注
意
を
払
う
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
確
か
に
、
法
治
国
家
が
多
数
決
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
安
定
性
だ
け
が
法
が
特
化
し
て
実
現
す
べ
き
唯
一
の
価
値
や
決
定
的
な
価
値
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
正
義
（
平
等
の
実
現
）
と
合
目
的
性
（
学
問
の
自
由
、
思
想
の
自
由
、
表
現
の
自
由
）
の
間
に
お
い
て
、
た
だ
単
に
中
間
的
な
位
置
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
憲
法
が
第
一
〇
二
条
に
「
死
刑
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
」
と
過
去
形
で
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
一
条
に
「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
」
で
あ
る
と
定
め
、
さ
ら
に
第
二
〇
条
に
主
権
者
国
民
の
「
抵
抗
権
」
を
規
定
し
た
立
法
趣
旨
を
考
え
併
せ
る
と
、
個
人
に
対
す
る
国
家
の
絶
対
的
優
位
を
表
示
す
る
死
刑
制
度
は
、
過
去
は
も
と
よ
り
将
来
に
お
い
て
も
「
実
定
法
の
不
法
」
と
し
て
、
地
球
上
か
ら
忌
避
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
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?１
）
な
ぜ
回
収
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
精
緻
な
研
究
と
し
て
、
宇
主
編
『
死
刑
研
究
』
第
二
編
第
八
節
（
二
〇
〇
五
、
法
律
出
版
社
）
等
を
参
照
。
?
）
一
四
二
七
六
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
論
（
鈴
木
敬
夫
）
?２
）
非
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
に
つ
い
て
疑
問
を
提
起
す
る
も
の
に
、
趙
志
主
編
『
中
国
廃
止
死
刑
之
路
探
索
｜
?
以
現
階
段
非
暴
力
犯
罪
廃
止
死
刑
為
視
覚
』（
二
〇
〇
四
、
中
国
公
安
大
学
出
版
）、
特
に
趙
論
文
一
一
頁
以
下
を
参
照
。
示
唆
に
富
ん
だ
論
文
と
し
て
、
許
成
磊
「
簡
論
経
済
犯
罪
的
死
刑
立
法
及
其
廃
止
問
題
」『
中
国
廃
止
死
刑
之
路
探
索
』（
上
掲
）
六
四
頁
以
下
。
?３
）
「
行
刑
」
の
実
証
的
研
究
と
し
て
、
張
正
新
著
『
中
国
死
緩
制
度
的
理
論
与
実
践
』（
二
〇
〇
四
、
武
漢
大
学
出
版
）、
作
俊
著
『
死
刑
限
制
論
』
（
二
〇
〇
一
、
武
漢
大
学
出
版
）
二
七
八
頁
以
下
等
、
優
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
執
行
猶
予
」
中
の
「
二
年
間
」
に
お
け
る
所
謂
「
行
刑
」
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
同
じ
意
味
で
、「
労
働
教
養
」
期
間
に
お
け
る
行
政
罰
と
し
て
の
「
行
刑
」
の
実
態
も
不
透
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
葉
雲
蘭
「
論
死
緩
之
於
死
刑
廃
除
的
意
義
」『
理
論
界
』
二
〇
〇
四
年
四
月
二
七
九
頁
以
下
は
、
こ
の
制
度
の
問
題
点
を
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
?４
）
拉
徳
布
魯
赫
の
基
本
的
立
場
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
敬
夫
「
論
価
値
相
対
主
義
法
哲
学
的
現
代
意
義
」
載
『
上
海
大
学
法
学
評
論
』
李
青
主
編
（
二
〇
〇
四
、
上
海
大
学
出
版
）
五
七
頁
以
下
参
照；
同
「
論
社
会
主
義
…
…
拉
徳
布
魯
赫?
社
会
主
義
文
化
理
論?
的
現
代
意
義
」
載
『
比
較
法
研
究
』
中
国
政
法
大
学
主
弁
（
二
〇
〇
四
年
五
期
）
参
照
。
?５
）R
adbruch,G
rundzu?ge der R
echtsphilosophie,L
eippzig 1914.S.113. ；
日
訳
『
拉
徳
布
魯
赫
著
作
集
』
第
二
巻
（
山
田
晟
訳
）、
一
一
五
頁
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
い
う
。「
死
刑
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
格
主
義
的
国
家
観
の
根
本
思
想
と
一
致
し
な
い
。
…
…
個
人
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
の
に
国
家
活
動
の
各
行
為
の
正
当
性
（L
egitim
ation
）
を
必
要
と
し
な
い
と
す
る
国
家
観
の
み
が
、
す
な
わ
ち
、
超
人
格
主
義
の
み
が
死
刑
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。（S.113.
）
?６
）R
adbruch,R
echtsphilosophi.8A
ufl.,1973.S.266.
日
訳
『
拉
徳
布
魯
赫
著
作
集
』
第
一
巻
（
田
中
耕
太
郎
訳
）、
三
四
九
頁
。
?７
）R
adbruch,D
er M
ensch im R
echt,G
o?ttingen,2.,A
ufl.1961,S.80
?87.
日
訳
『
拉
徳
布
魯
赫
著
作
集
』
第
四
巻
（
尾
高
朝
雄
訳
）、
一
頁
〜
一
一
頁；
中
国
語
訳
と
し
て
、「
法
哲
学
上
的
相
対
主
義
」（
鈴
木
敬
夫
訳
）、
載
『
法
学
訳
叢
』
九
一
｜
一
、
六
頁
以
下
。
?８
）R
adbruch,D
er M
ensch im R
echt,G
o?ttingen,2.,A
ufl.1961,S.111
?124.
日
訳
『
拉
徳
布
魯
赫
著
作
集
』
第
四
．
巻
（
小
林
直
樹
訳
）
二
五
一
頁
〜
二
六
七
頁；
R
adbruch,
A
phorism
en zur R
echtsw
eisheit,
G
esam
m
elt,
eingeleitet und herausgeben von A
rthur
 
K
aufm
ann,G
o?ttingen 1963,N
r.215.(S.49) ；
舒
国
訳
「
法
律
的
不
法
与
超
法
律
的
法
」、『
法
律
智
慧
警
句
集
』（
二
〇
〇
一
、
中
国
法
制
出
版
社
）
一
六
一
〜
一
七
七
頁
。
?９
）R
adbruch,E
ntw
urf eines A
llgem
einen D
eutchen Strafgesetzbuches
(1922),G
esam
tausgabe B
d.9,1992 S.49
?135.
参
閲
、
札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
二
号
）
?
）
一
五
二
七
七
「
拉
徳
布
魯
赫
刑
法
草
案
」、
解
題
（
宮
崎
澄
夫
）、
日
訳
草
案
・
理
由
書
（
中
谷
子
・
宮
崎
浩
一
）『
法
学
研
究
』（
慶
応
大
学
）
第
二
八
巻
第
八
号
（
一
九
五
五
）、
一
頁
〜
八
五
頁
。
?10
）A
rthur K
aufm
ann,G
ustav R
adbruch R
echtsdenker,P
hilosoph,Sozialdem
okrat,M
u?nchen,1987.S.85
?86.
『
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
』
中
義
勝
・
山
中
敬
一
訳
（
一
九
九
二
、
成
文
堂
）
一
〇
五
頁；
舒
国
訳
『
古
斯
塔
夫
・
拉
徳
布
魯
赫
傳
』（
二
〇
〇
三
、
法
律
出
版
社
）
七
七
頁
。
?11
）A
rthur K
aufm
ann,a.a.O
.,S.83.
Ａ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
が
指
摘
す
る
「
自
律
性
」（A
utonom
ie
）
こ
そ
、
新
カ
ン
ト
学
派
法
理
の
原
点
で
あ
る
。
舒
国
訳
（
前
掲
）
七
四
頁
。
今
日
、「
人
間
の
尊
厳
」（M
enschenw
u?rde
）
を
理
念
と
し
て
死
刑
廃
止
を
説
く
者
の
多
く
が
、
こ
の
カ
ン
ト
哲
学
に
い
う
「
自
律
性
」
を
起
点
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
韓
国
の
法
哲
学
者
沈
在
宇
（Shim
 
Zai W
oo
）「
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
」；
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
東
ア
ジ
ア
の
死
刑
廃
止
論
考
』（
二
〇
〇
七
、
成
文
堂
）
九
頁
参
照
。
?12
）“E
ntw
urf R
adbruch”,G
esam
tausgabe B
d.9.S.143.
前
掲
日
訳
七
二
頁
。
?13
）R
adbruch,A
phorism
en zur R
echtsw
eisheit,G
esam
m
elt,eingeleitet und herausgeben von A
rthur K
aufm
ann
,G
o?ttingen
 
1963,N
r.215.(S.49) ；
舒
国
訳
『
法
律
智
慧
警
句
集
』（
前
掲
）
四
七
〜
四
八
頁
。
?14
）
常
盤
敏
太
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
を
中
心
に
し
て
」（
一
九
三
四
）、
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
魔
笛
の
刑
』（
一
九
七
七
、
鳳
社
）、
二
三
四
頁
。
こ
れ
は
、
当
時
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
と
生
活
を
共
に
し
て
い
た
高
弟
常
盤
敏
太
博
士
に
よ
る
ナ
チ
刑
法
批
判
論
文
の
一
節
で
あ
る
。
?15
）
こ
れ
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
生
命
を
懸
け
て
執
筆
し
た
ナ
チ
刑
法
批
判
論
文
で
あ
る
。G
esam
tausgabe B
d.
9.
S.
331
?335.
こ
の
年
に
「
フ
ァ
シ
ス
ト
的
」
刑
法
を
批
判
し
た
論
文
と
し
て
、F
aschistisches Strafrecht,In:D
er M
orgen,N
r.6,B
erlin,F
ebruar 1933,433ff.
が
あ
る
。
?16
）
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
「
行
刑
論
」
に
つ
い
て
は
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
も
の
に
、H
einz M
uller-D
ietz,D
er Strafvollung in der Sicht
 
G
ustav R
adbruch,1992.
ハ
イ
ン
ツ
・
ミ
ュ
ラ
ー＝
デ
ィ
ー
ツ
「
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
眼
か
ら
み
た
行
刑
」
宮
沢
浩
一
・
勝
亦
藤
彦
訳
『
法
学
研
究
』（
前
掲
）、
第
六
八
巻
第
三
号
（
一
九
九
五
）
一
頁
以
下
が
あ
る
。
こ
の
他
に
、
短
文
で
は
あ
る
が
、
優
れ
た
先
行
論
文
と
し
て
阿
部
哲
夫
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
行
刑
論
」、
載
『
刑
政
』
第
一
〇
七
巻
八
号
（
一
九
九
六
）
一
六
頁
以
下
が
あ
り
、
多
く
の
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。。
?17
）R
adbruch,D
ie P
sychologieder G
efangenschaft,1911;G
esam
tausgabe,B
d.10.(1994)
S.31
?45.
?
）
一
六
二
七
八
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
論
（
鈴
木
敬
夫
）
?18
）R
adbruch,a.a.O
.,B
d.10.S.42.
?19
）R
adbruch,a.a.O
.,B
d.10.S.44.
?20
）R
adbruch,D
er E
rziehungsgedanke im Strafw
esen
(1932):G
esam
tausgabe B
d.10,S.71
?79. ；
こ
の
論
文
の
日
本
語
訳
は
一
九
六
七
年
に
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
・
魔
笛
の
刑
法
』（
一
九
七
七
、
鳳
社
）
五
七
頁
以
下
に
収
め
ら
れ
た
。
?21
）
ハ
イ
ン
ツ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー＝
デ
ィ
ー
ツ
は
、
こ
の
論
文
を
通
じ
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
教
育
行
刑
の
改
革
へ
の
熟
慮
、
す
な
わ
ち
、
自
由
刑
に
お
け
る
原
則
的
な
二
律
背
反
に
挑
戦
し
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。「
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
目
か
ら
み
た
行
刑
」（
前
掲
訳
）
五
頁
。
?22
）R
adbruch,a.a.O
.,G
esam
tausgabe B
d.10,S.71
?72 ；
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
・
魔
笛
の
刑
法
』（
前
掲
）
五
九
頁
。
?23
）R
adbruch,a.a.O
.,G
esam
tausgabe B
d.10,S.75. ；
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
・
魔
笛
の
刑
法
』（
前
掲
）
六
六
頁
。
?24
）R
adbruch,a.a.O
.,G
esam
tausgabe B
d.10.S.76. ；
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
・
魔
笛
の
刑
法
』（
前
掲
）
六
七
〜
六
八
頁
。
?25
）R
adbruch,a.a.O
.,G
esam
tausgabe B
d.10,S.79. ；
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
・
魔
笛
の
刑
法
』（
前
掲
）
七
三
頁
。
?26
）R
adbruch,D
ie ersten Zuchthauser und ihr geistesgeschichtlicher H
intergrund
(1938);G
esam
tausgabe,B
d.10.S.97
?109.
?27
）R
adbruch,a.a.O
.,B
d.10,S.102.
?28
）R
adbruch,a.a.O
.,B
d.10,S.104.
?29
）R
adbruch,a.a.O
.,B
d.10,S.106
?107.
?30
）R
adbruch,a.a.O
.,B
d.10,S.109.
?31
）
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、「
法
律
は
法
律
だ
」と
い
う
法
実
証
主
義
が
、
法
律
家
を
無
防
備
に
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
法
律
家
を
無
防
備
に
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
協
力
的
に
し
た
の
は
、
全
体
主
義
体
制
に
対
す
る
彼
ら
の
政
治
的
親
和
性
で
は
な
か
っ
た
の
か
」と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ナ
チ
ス
時
代
の「
実
体
的
決
断
主
義
」（substantieller D
ezisionnism
us
）
を
鋭
く
糾
弾
し
た
フ
ー
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
ト
ロ
イ
ト
ナ
ー
は
、
法
律
家
の
支
配
体
制
に
対
す
る
遵
奉
精
神
を
究
明
し
、
彼
ら
が
果
た
し
て
「
法
の
番
人
」
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
政
党
の
番
人
」
で
あ
っ
た
の
か
、
を
問
責
し
て
い
る
。H
ubert R
ottleuthner,Substantieller D
ezisionism
us
｜
?Zur F
unktion der R
echtsphilosophie im N
ationalsozialism
us.;in:H
eraus.von H
.R
ottleuthner,R
echt,R
echtsphiloso-
phie und N
ationalsozioalism
us.A
R
SP
,B
E
IH
E
F
T N
R
.18
(1983),S.20ff.;H
.
ロ
ッ
ト
ロ
イ
ト
ナ
ー
編
『
法
・
法
哲
学
と
ナ
チ
ズ
ム
』
ナ
チ
ス
法
理
論
研
究
会
訳
（
一
九
八
七
、
み
す
ず
書
房
）
三
四
頁
以
下
。
こ
れ
は
、
時
代
を
超
え
て
法
律
家
に
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
四
巻
二
号
）
?
）
一
七
二
七
九
?32
）R
adbruch,a.a.O
.,M
ensch im R
echt.S.122. ；
舒
国
訳
『
法
律
智
慧
警
句
集
』（
前
掲
）
二
七
頁
。
（
こ
の
原
稿
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
二
〇
日
、
中
国
・
汕
頭
大
学
法
学
院
で
開
催
さ
れ
た
「
亜
太
法
学
会
国
際
学
術
研
討
会
」
の
報
告
原
稿
に
註
を
以
て
、
補
強
し
た
も
の
で
あ
る
）
?
）
一
八
二
八
〇
人
間
の
尊
厳
と
死
刑
廃
止
論
（
鈴
木
敬
夫
）
